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ヤチダモのタネの発芽遅延についての研究(第 1 報)

これまでの研究のあらま L と

トネリコ属植物のタネの比較観察

浅 JII i在彦(1)

1. はじめに

林木のタネには，発芽するのにかなりながL 、月日を要するものがおおしこのことがながし、あいだ首畑

作業の一つの障害となってきたために，こういうタネをはやくそろえて発穿させる方法が研究されてき

たc こう L づ方訟を研究するためにはまず，そのタネが発芽するのになぜなカ礼、月日がカのミるのかをしら

なければならないもこの現象は発芽遅延 (delayed germination , Keimverzug) といわれ，発芽涯延をひ

きおこしている原因は休眠 (dormancy ， Ruh引 というきわめてひろい意味をもった言葉で、あらわされて

きた。休眠のシクさについアは，発~:起延の研究と平行したおおくの研究が報告されてきたが，それらは

BλH!fON & CRりCK.E R5 ) ， Cox3J ，および CHOCI王EIび}などがくわしくとりまとめている かれらはそれ

ぞれ，休眠のシクきについていくつかの因子をわけで説明しているが，実際にはこれらの因子のいくつか

がくみあわさつであらわれるために，休眠のシグきはきわめてこみいったものである 2 したがって，この

問題についての研究が数おおくあるのにかかわらず，まだまだいろいろな問題がこれからの研究にのこさ

れているといえるつ

筆者l土林木の P ネについて，この問題を研究することをこころざし，ヤチダモのタネを材料の 1 つにえ

らんだu このタネがL 、ちじるしい発芽遅延をしめすことはふるくからしられていたが，ここにはあたらし

い研究方法のイトグチをみつけるために，これまで報告されている事実をもっとくわしくしらベた結果

と，トネリゴ戚柄物のタネの性質を比較観察した結果とを報告する

2. これまでの研究

ヤチダモは広葉樹としては北海道の休業においてかなり重要な位託をしめている c しかも，そのタネが

いちじるしい発芽遅延をしめし，秋おそくとったよくみのったタネは翌々年の春まで発芽しないといわれ

てきたο したがって，このタネの発芽を促進する方法は，これまでもたびたび林学者や林業技術者たちの

研究の対象となってきたが， トリマキをしても一度めの春に;土およそ 509るしか発芽しないし，その発芽

生理についてはまだほとんどあきらかにされていないニここで，ヤチダモのタネについてのこれまでの研

究のあとをふりかえるのにあわせて，これから研究をすすめていくのに役だちそうな，はかのトネリコ属

植物のタネについての研究にも目をむけてみることにするこ

(1) 造林部造林幸f種子研究室員
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わがくにでもっともふるい報告は，チョウセントネリコ制のタネの発穿促進を実験した戸沢 (1924)加の

ものとおもわれる かれは 10 n 中旬にとったタネを 1 カ月三|土してから (12 月 5 日)翌年 3 月下旬まきつ

けるまで露天埋蔵して，処珂!しないタネよりもいくらかよい発穿率をえた。 そののちかれ (1926)'引は，

ヤチ !J"そのタネをいつ埋蔵したらよい泊 3をしらべたが. 9 月 30 R にまえの日にとったタネを埋蔵したと

きにだけあきら力、な発芽促進の効果があり .11 月下旬， 翌年の春 3 月中旬に埋蔵したものは効果がみと

められなかったο したがって，ヤチダそのタネはとってカ h らすぐに埋蔵するのがもっともよいと結論して

いる。 L力、し，この実験でえられている発芽率は 21% というひくい偵なので，あまり成功したものとは

おもわれない"このあと小山(1.927) 171 :主樹木のタネを発芽条件のチガイによって 2類にわけ， トネリコ

を普通の発.~:.ìÆi混←一一 20~25C のほぼ一定の温度 では発言Fしない群にいれている判が，実験結果が

しるされていないのでヨ，) f ゴロはあきらかでない ついで鈴木 (1928)"4)も土中埋蔵方法の効果をしら

べたが. J.O 月中旬からまきつけまでの埋蔵によって 31% 発芽させることができたにすぎない〕 問添

(1934}'" は北背I万萱の主要造林樹種のタネの発克三について実験をおこない， 小山とおなじように， 恒温

(25'C) で発':1'するものと.'lt混 (50 C : 12 時間J. 25'C: J.2 時間)で発芽するものをわけ，ヤチダモとア

オダモを後者にいれている】しかし. 2 つの温度条件の実験結果がしるされていないばかりでなく，ヤチ

ダ、モについては安混条件の発芽結果もしるされていないのでくわしいことはあきらかでないに

この問題をとりあげた新妻 (1940)町}は，発タ遅延の原因をあきら泊、にするため，タネをとる時期と土

ガコイのI時期をいろいろにかえて実験をこころみたc その結果. 9 刀 2 日にとったタネが翌年の春 47%

発穿したことを報告し，とった翌年にできるだけおおく発芽させるのには. 9 月のハジメにとってすぐ土

ガコイをするのがよいとのべている n これらの実験からかれは，ヤチタやそのヲネの発芽遅延の原因はタネ

をとる時期と，とってヵ、らの乾燥とにあるらしいとかんがえている )11村・清野(J.943) 15)はヤチ〆モが

水湿地におおいのは，種主空(外授)一一果皮・種皮をあわせて意味しているものとおもわれる←ーのクサ

リがうながされて発研しやすくされるためとかんがえ，このタネの発~:Jlt延は種殻がかたL 、ことによって

し、るとかんがえている。しカ‘し，カ 1れの吟l察はとくに，この仮説をうらづけるためにくわだてられだもの

ではないらしく，これまでのおおくの報告とおなじように. 9 月のハジメにトリマキすることによって翌

年の春 39% 箔5-1:させることができたと報告しているにすぎないο

これまでにあげられた研究者たちは，おもに現象の観察とその結果から発穿促進方法をみちびきだすこ

とに従事しており，したがって，ある人々はその原因についてふれてはいるが，それらはほとんどまった

くかれら白身の実検によって，たしかめられていないのが実情であったといえるコこのタネの発芽遅延の

シクさをあきら力、にするための最初]のココロきは，中野(l.949)引}によっておこなわれたc かれはタネが

成熟するにつれてカタラ{ゼ作用がどうかわるかをしらべたが，この作用がもっともよかった 9 月なかご

ろのタネをトリマキしたものは， ほかのどの時期にトリマキしたものよりも翌年の春の発芽率がよかっ

た。この実験カミらすぐに，カダラーゼ作用が発芽遅延の Aつの原因であるとし7こかれのカシガエカタをそ

*1 中千l二21)によれば，これは F. rhynchoρhylla で頂生花序節にいれられているコしたがって筆者がカミん

がえている分類体系と発芽のシカ戸とのあとからのべるような関係が，もしわがくにの種以外のもの

についてもいえるとすれば，この種のタネはとくにいちじるしい発芽遅延をしめすものではないはず

であるつこのことをうらがきするかのように，戸沢の実験結果でも処理したものと処理しないものの
チガイがあまりおおきくなし、。

判中村賢一対m博士は著書“育林学原論"にこの分類方法を引用されている。この原報をおしえてくださ

った中村博土にあっくお礼をもうしあげる。
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のままうけいれることはできないが，カタラ{ゼ作用がタネの活力の一つのメジルシとしてつかえる}こ

とをかんがえると， この実験結果は問題をと〈イトグチをあたえる可能性があるものとおもわれるご 一

万，高樋・豊岡 (1951) 35) は，ヤチダモのタネからとりだした)ffの生理的な性質をしらベ，これらがよく

発芽する一一いわゆる発51'とはちがうが，便宜上幼燥がまがったときを発芽としているーことと，その

最適温度が 200 C であることを報告した。かれらはヤチダモとともにアオfモの)ffの性質をしらべ，後者

の医がヤチダ冒モの匹よりもずっとよく発芽することと，適温の隔がひろいことをみとめた。しかし，この

ような実験結果から，ヤチ〆モのタネの発芽遅延において旺が原因をになっているとかんがえるのかどう

かについては，ここではふれていないごおなじ年に原町 (1951) l!)は，このタネの成熟にともなうオモ予の

霊化と合水率の2r化をあとっーけ，前者と発芽力の菱化とのあいだに相関関係があるらしいことを報告した。

ついで，高樋・畳間0.952)") はふたたびこの問題について，つぎのように報告したc すなわち，前報

(1951)35) の実験結果から，このタネの休眠が)ffに原因していないとかんがえ.)ff乳に発芽をおさえる物

質がある力ゐもしれないことと，種皮の透過性がわるいらしいという 2 つの因子ををとりあげたれここでは

あとの因子について実験をくわだて，タネをとる時期ととってからまきつけるまでの条件とをかえたタネ

の発芽率と，それらのタネが水をすう八ヤサ左の調係をしらぺた。その結果，とる時期がおくれたタネや

かわいたタネの梨年の春の発芽率がおちるのは，水をすうハヤサがにぶることによっていると結論した。

かれらぼタネの水をすう，、ヤサをはかるために. methyl violet のうすい溶液がタネにはし、るハヤサをし

らべているが，この実技によってえられている値は異憶におおきく，これらをヤチダ、モのタネの吸水のハ

ヤサとかんがえることははなはだ危険であるとおもわれる u もっともあたらしく中野・西山 (1953)'" は，

発芽におよぼす種皮 一報告の内容から果皮のアヤマリであるとおもわれるーーの影響に注目して実験を

こころみ. 8 月 28 日. 9 月 4 日にとったものについては，果皮をつけたままのほうが'l;!春の発芽率がよ

く，それょっあとでとったものについては果皮をとったもののほうがよい一一いずれもトリマキによって

いる一一ことをあきらかにし，後者の説明として種皮(果皮)の機械的な抵抗にì'ì:日しているが，このカ

ンガエカタは「分な実験によってうらづけられていなし、。また，前者の原因としては，成熟の初期にとら

れたときは種皮(長皮)がついていれば，そのなかの栄養物質がタネに転流して，そのあとの成熟を有利

にするというカンガエカタをのべているが，これもヨリドコロがはっきりしていないG

このように，この問題については数おおくの報告がありながら，現在にいたってもなお，その原因があ

きらかにされていないのそのためハヤトリのタネを土中埋蔵したりトリマキすることによって，かろうじ

て 1 竿自の春におよそ 50% の発芽率をえることができるだけで，完全にみのったタネを 1 年目の春に発

芽させることはできない状態であった。

ここで，外国の研究に円をうっすことにするが，直接ヤチ〆そのタネを材料にした報告はみあたらなか

ったので，おなじトネリコ民植物のタネをあつかったものをできるだけひろってみることにする あるト

乍リコ民植物 おそらくはすウシウヤチダ、モ (F. excelsior)ー のヌネがし、ちじるしい発芽遅延をしめ

すことをはじめて記録したのは KU;Xl'I、 z (1880)山である←一筆者のしらべfこかぎりで一ーが， この現

象をくわしくしらベた最初の人は. LAKüX(1911)") であるらしし、コかれはオウシウヤチダモのタネが，

形態的にはできあがっていながらまだ十分におおきくなっていない旺をもっていることにきがついたJ こ

の旺は，タネが発芽するまでにすっかりおおきくなっていなければならないが，との匪が匪乳のなかでお

おきくなる現象を前発芽 (Vorkeimung) とよんだ。この時期はほかの梢物のタネの後識に対応しており，
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細胞の成分にKf化をみとめている。かれは前発芽が本質的に発宗とおなじであるとがんがえ，前発芽がは

じまったときにタネの休眠がおわっているとのべている。

ついで. PUUIIl'H:H(1915)'" はおなじオウシウヤチダ、モの戸ネについてつぎのような事実を報告してい

る 11 月中旬にまいたよfk皮をつけたままのものは 2 度目の春にはじめて発"51'し. 9 度円の春までぽつぽ

つと発!~::をつづけたっところがキズツケしたものは 1 度目の春までに全部くさり，まったく発芽しなかっ

た。また.土のなかで冬をこしたタネは発芽もはやく発穿率もよかったが，樹木についたまま冬をこしだ

タネはまえの例とほとんどおなじ発見三ギをしめしたにすぎなかった FrsDJm; (1917)町はし、くつかの高

等純物のみのったタネの発茅遅延のーつの原因として匹の成長の問題をとりあげ，オウシウヤチ〆その医

は成長をおわるのに 4 カ月 1J'1J、ること，匹の成長をはやくする因子は種によってちがうが，この種では水

分の l没収が成長をはじめるための必斐条件で、あることなどをあきらヵ、にしたーさらに Pn:rrSEl:.(l922)目}

は. T清報であきらかにしだ現象の原因がすウシウヤチダ、モのタネの圧が未熟なためであること，このJ.!fが

成長しおわるまでは P ネは菌にきわめておかされやすいこと，また， JfL皮がついたままのものより果皮を

とったダネのほうがずっとた泊、ぃ発芽率をしめすことなどを報告したc そののち S'l'EIXDAnm(1937)" ，

は，アメリカヤチダモ (F. nigra) のヲネについてくわしい実竣をおこない. L.\K!爪が報台したのとお

なじように，このタネのllEが発芽をはじめるまえに力、なりのび，この成長は 20勺C ぐらいの温度でもっと

もはやくすすむことをあきらかにした J しかし，圧が成長しおわったタネをこの温度にひきつづいておい

ても発穿しないて、，ある期間 5~日 C におくことが必、要である〕 これはI圧をつつんでいる組織の機械的

な抵抗によっているとカ aんがえている。

かれはさらに，アメリカシオジ (F. americana) ・ 4 ンシルパニヤシオジ (F. ρennsylvanical ・ボゾバ

ペンシルバニヤシオジ (F. pennsylv:mica var. lanceolata) のタネの発芽のシカタをしらべ， これらl土

いずれも後熟を必要とするが，アメリカヤチダモとはちがって成熟したときすでにllEが完全に成長してい

るから，あらかじめ 5 C で層積するだけで発芽が促進されることをゐきらかにした

HET'I、 (1938a) 13)はアメリカシオジのタネヵ~. 10 月のなかごろよりまえにトリマキするか， さもなけ

れば砂か泥炭でつつみ ]8~24つC で 1~2 カ月・ 3~5 C で 4~5 カ月府積する一一時間がなければ 3

~5C の隅債だけでもよし、一一ことによって，よく発立さすると報告したJ またかれ (1938 b)凶は，ペン

シルバニヤシオジのタネもトリマキすればよいとのべているコ

Cox (1.942)川はllEの休現について報;与した論文のなかで， アメリカヤチダ、モ・アメリカシオジ・ペン

γルバニヤシオジの穿ネの休1民について，いろいろな実?設からいくつかのカンガエカタを提出している

これらはかならずしも十分な実験によってうらづけられてはし、ないが，この問蓮を研・究していくうえに興

味ある暗示をあたえている♂くわしい実験結果をのべるのはわずらわしいので，ここにはおもなカンガエ

カタをとりま色めてみるヮ すなわち， これらのタネの一一アメリカヤチダモの場合には圧が十分に成長

したタネの一一一発芽遅延の原因としてつぎのようなことをのべている c 1) 腔乳をとりまいて L 、るコルク

質膜一一STEINBAUER (1937)山を参照←ーがガス交換吸水・栄養物質の I吸収などをおさえている{

2) 医乳がllEの成長を機械的におさえている二 3) JIE乳に発芽阻害物質がふくまれているつコルク質膜の

透過性は濃 H2SO，につけることによって増加し，その結果，阻害物質がとけだすこ左もかんがえられる

が，後熟にともなってさかんになるガス交換などによって不活性化されることもかんがえられるご

NrKOLAEWA (1951)'"' はペンシルバニヤシオジのタネをつかつてくわしい実験をおこない. 2.5~6.5 
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カ月保存したタネのJfEは休眠していないで， 果皮をとって種皮にキズをつけるとよく発芽すること， ま

た，この期間のおわりに種皮の性質がし、ちじるしくかわり，果皮をのぞけばかなりよく発芽すること， 1 

年4 カ月保存したタネは 1 日のうち 8~10 時間 28~340C におくと，果皮をつけたままでもかなりよく

発芽するようになることなどを報告し，このタネの発芽遅延が種皮と果皮の機械的なヅヨサによっている

とかんがえられることをあきらかにしたv

ごく最近には DüL.TA (1953)" が，オウシウヤチダモのタネの旺の生理学的な性質を研究している c か

れは実験の結果から，このタネのJfEは乾燥状態におかれていてもだんだん休眠があさくなってくること，

タネの産地によって休眠のフカサがちがうことをみとめたが，この休眠を完全にやぶるためにはシメリケ

Table 1. トネリコ属植物のタネの休阪と前処理のシカヌ (文献 40 ， 182 頁 95 表〉

| 休 日民 層積方法 i
種 名 1 節 _iffi fm ~ --- - -. --.ほかの

.11 I ~ --，~~ 一一 l.u.n RR  _'.1-1 t-�-": 1 方法
1 種類ブラワレカタ材料 l 期間|温度|

_. I _ 1. _.1 日 CC
Fグaxinus di戸etala!仰l生花序， Dipetalae i 医 |すべてのタネ秒、か泥炭!ì20~1501 2~5 i 

F 側…E町ωriωc印仰d仰仰日叩日 ，{侭仰側H即則町Ij

F 問0即 l円側生花序'M陥刷刷el凶l日附i

F. ρμ仰en仰t例n削sylμvanicωαi側侭側1生花序閉1M凶\1e色elioi討de釘s II怪E 大部分の夕ネ;砂砂カか通泥炭 6ω0~9卯o I 5 i 
F. ρmmsylzspziC01 1 1 i ij室温で*
var. la仰Ofau i側生花序 Melioides 腔 !大部分の戸ネ似ミ泥炭: 6O~90 I 5 ! ~ ~?::; ~_~ 

Il 日水没
F. 州ti仰 |側生花序i Melioides : 恒 一部の戸ネ 砂か泥炭 90 5 

_. . ，~~:r60~90 1 20 1 
F. excelsior 側生花序IBumelioid 巴s種皮と回大部分のタネ l砂か泥炭' 1 ~6:':::96 I LS r 

1 . ~M" _ .. . '_.., ，~.~' 160~90 I 20 I 
F. nigra 側生花序，Bumelioides種皮と聞大部分のタネ i砂か泥炭 i~6:':::90 1 LS r 

~，，，..--H-~'~ ..., ，~~， ~I. .~M" _ _ '.' _. r60~90 I 20~301 
F. quad仰gddai側生花序lBumehides種皮と医!大部分のタネ| 砂 11 12�V I LVSJVS 

*ある試科では，低温層積するまえに 20~300C で 30 日間層積するとずっとよく発芽した，

Table 2. トネリコ属植物の P ネにすすめられる発芽試験期間といろいろな発穿結果

(文献 40 ， 182 頁 96 03長〕

|すすめられる いろいろな前桝でえられた発芽結果
種 名 試験期間~ ~ :#.:-h 一 「

タ却しな1層積したl一筆一芳三一望 | 重 空 更 |潜在!もとにし
1\ 、タネタ ネ l 率 期間 lひくい値平均 lfこかい値l 発芽力 ，f_こ試料数

!日日 I %日% % %μ 
Fraxinus diμtala ' 240 30~40 1 一一一 86 1 + 

F. americana 60 + 1 40~印 I 65~75' 18 1 38 82 10 

F・ 0問'gona - 15~却|ー 54 1 

F. �ennsylvanica I 49 56 2 

F. μnnsylv仰ica lbo~90+40~60110~B710~35F42引 93引 48. la前四lata I IVv' - / V  T , .V' -VV  I 
F. velutina . 6O~90+ 60 3 33 81 5 

F. 側出~ ~ m ~ 

O F. nigr叩a 190 +", 30 7 18 1 20 58 80~ 1ωO∞ 6 

F quad 叩仰仰9四zg伊ulσ仰 | μ却0+" I 3ωo 11 16 12 77 

0 この期間にも発芽しなかったニ
2) 層積したタネでは 5 ， 50, 93% (試料数 20) ， 2~14 日水浸したタネでは 2， 24, 66% (試料数 28)
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をあたえながら 18~20ωC におき，そのあとから 1~4'C におくことが必要であるとしている。 この高

温(18~20つのにおく期間のナガサはタネの産地などによってちがい， 2~4 カ月が必要である。 高温

だけ‘では阪は成長するが発芽はしないこと，また， {!l混 (1~40C) におL 、ても JIEは成長しないことなども

あきらかにしたっこれまでにのべたうちのいくつかの報告をもとにして，アメリカに関係あるトネリコ原?

のおもな積のタネの性質と発芥促進方法が， Woody Plant Seed Manual (1948)仙にはI事J:Ti::のような表

(Table 1, Table 2) にとリまとめられている。

3. 材料

この liJ]究につかったタネの材料はつぎのようなものである。

トネリコ

ヤマトアオダモ

コバシジノキ

アラゲ、アォダモ

シ オ
、v

Z〆

ヤチダ、モ

ペンシルバニヤシすジ

アメリカシすジ

オウシウヤチダモ

林業試験場構内(東京都〉 1953~1954 

高間営林署f，il内(新潟果) 1953 

宇都宮営林署部内(栃木県) 1953 

東京大学秩父演習林(埼玉県) 1953 

1東京大学秩父演習林(椅玉果〉 防3

1高崎営林署部内(群馬県) 1952 

j氷上営林署部内〔 ア > 凶53

ltr陳営林署部内(北海道) 1953 

オンタリオ(カナ!Iヴ 1953 

(ク) 1953 

イングランド，デンマ- 7 ，スコ二{ヂン 1953 

材3伐をあつめるのにお世話になった東京大学猪熊泰三教授，林業試験場苅住男長官，水上営林署湯の小

屋相当区小林五日[\技官へ神楽営林f胃a経営課小山窓技官，東京大学秩父演習林同村義美技官そのほかの万

々にJじからお礼をもうしあげます。

4. トネリコ属植物のミとタネの形態泊

ヤチダそのかわった発見Zのシカタをしらべるテガカりをえるために，わがくにのトネリコ属植物のミと

タネの形態を視察した二

Fig. 1, 2 は，代表的な形態をもったわがくにの 3 つの種のきとタネの形態をしめしているコこれらの

各1''1i\分のナマエや精進については， S'l'};r::-;ιAUEl:.33 ) (アメリカヤチダモ〉と NIKOLAEWλ2G) (ペンシル

パニヤシオジ〕がかなりくわしくしるしているので，ここには肉眼的図をしめすだけにする c 第 2 図から

わかるように，わがくにのトネリコ属植物のみのったタネは， 2 つのちがった内部構造をもっている二す

なわち， 1 型のタネのilfは形態もととのい，ほとんどJIE乳のなかにー杯に成長しているが， II型のタネで

はJIEI土庄乳のナガサのおよそ 3/4 をしめているにすぎないば方 a りでなく，その形態もまだ十分にととのっ

ていないニ観察の結果によれば，頂生花序節にぞくするアラゲアォ〆h コバシジノキ，ヤマトアオダモ

はいずれも Ia 型にぞくし，外国種をふくめた側生花序節には 1 a (アメリカシオジ，ペンシルパニヤシ

*1 現在水上営林署大声担当区主任ご

料 日林誌 37 1, p. 1~5 ， 1955 に発表した。
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View of Fraxinus fruits and seeds. 

1: F. mandshurica var. ja�onica (ヤチ

ダモ )， 2:F.Sþaethia開店(シ十ジ)， 3:F. 

jα戸onica (トネリコ)， 4: F. Sieboldiana 
V乱r. �ubescens ( アラゲ、アオダモ )，5 :F .excelｭ

sior( すウシウヤチグモ)， 6:F.americana 

(アメリカシオジ)， 7: F. �ennsylvanica 

(ベンシルペニヤシオジ)

I 

a b ][ 

F 

E ... 

Fig.2 トネリコ属l痘物のタネの構造

Structure of Fraxinus seeds. 

SC: seed coat (種皮)， Hi: hilum (へソ)， F: 

funiculus (珠柄)， En: endosperm O!:.E乳)， Em: 

embryo (匪)， R: radicle (幼恨)， H: hypocotyl 

(匹軌)， C: cotyledon (子葉)， The numerals are 

common to those in Fig. 1 。

オジ)， 1 b (シオジ)，および n (ヤチダモ，オウシウヤチ〆モ，アメリカヤチダ、モ33)) の各型がふくま

れている

筆者は第 2 図にしめしたように，わがく Lの植物について I 型をさらに 2 つのillî.型 a と b にわけたが，

ニの区ワケはたし、した意味がないかもし!1，ない u このワケカタの基準は ， i'7 ネの i爽断固がまるいカ hひらた

いカ、によっており，わが〈;このものについては a型(H 、ずれも]買生花序:i'10にぞくし， b型は側生花序釘jの

シオジだけである一し力、し，アメリカシオジ，ベンシルパニヤシオジのタネは， {IU;生』花序ffijのシオジがぞく

しているとおもわれる!IlUiíJ (Melioides) に位置しているのに， a型の構造をもっている。 1 ， ]1 型をわ

けるJir，ìilIとした医の成長の程度をあらわす数量的な表示方法としては，医長比 (embryo ratio)l) )o)をも

とめた 店長比は人によっていくらかモトメカタがちがうが，ここでは種皮と旺乳をわけにくカ』ったので

iI:五のナガサ
X100l) によって， 20 コのタネの平均値をもとめたの

タネのナブf サ

la 

I 型{
Ib 

E 型

トネリコ 85.7 土3.2

シオジ 95.1 士1. 1

ヤチダモ 71. 5土5.3

おなじ I 型でもトネリコのタネの!!:.E乳はシオジよりもよ〈発達しており，また，前者ではへソの部分が

かなりのアツミをもっている (Fig. 2) ために， トネリコの座長比はシオジよりもちいさくバラツキもお

おき L 、。ヤチ〆モについては，おなじ母樹からとった材料について測定した値ではないが，おなじ母樹か

らとったものでも，I!:.Eの成長の程度はかなりまちまちであることが説察されたc
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5. トネリコ属植物のタネの発芽のシカタ妊

前車にのべたような形態のチガイがもっている意義をつきとめるために，わがくにのこの属の 4 種のタ

ネの発芽のシカタをしらベ7こ J 室内の発芽試験には 25'C の定湿器をもちい， Fig. 7 の 1 のような発~::

床をつかったっこの場合にはあらわれた幼根があきらかに居地性をしめしたときを発芽とみなしたが，前

畑にまいた場合には子葉が完全に地図からはなれたときを発芽とみなした。

(1) トネリコ:←ー1953 年とJ.954 年におなじ場所のちがう母闘からとったタネを， それぞれあ

くる年の 6 月に試1裁にっかうまで室内に放置した。 Fig. 3 にしめされる 2 回の実験結果から，月毛皮をつ

けたタネはペトリー阻のなかではかなり発芽がおくれること，二果皮をとりのぞけばたやすく発芽するニと

がわかる 2 主主にしるしたように， ノト山山は林木のタネを発-wの条件によって 2 群にわけ， トネリコを

“定温で発芽しにくくさを温などで発見三が古ながされる群"rこ L 、れているが， Fig. 3 (ll) にしめされる結

果は，果皮があってもなくても定温 (25門 C) のほうがよいことをしめしており，それぞれの温度におく時

間を方通えた3ë温条件の試験とあわせカ、んがえると， このタネの活動は普通の発芽適温でもっとも有利uこ

すすむものとかんがえられる a

果皮をつ;ttニタネはなかなか発応がすすまないので， 30日してから果皮をのぞいて 25'C にうつした

その結果，果皮がついていたときの条件によって，果皮をのぞいてからの発芽のシカタがちがうことがわ

かった (Fig. 3(ll))コこの結果は，果皮の発芽阻害作用が定温条件でつよくあらわれることをしめしてL 、

る ο したがって，途中で果皮をとらずに発芽試験をつづければ，ノj、山が報告したような事実がみられるか

もしれなし" 1954 年の材料について， その年のうちにおこなった実験によれば， Fig. 3 (II) にしめさ

れるほど果皮による阻害作用がみとめられなかったっこのことは NTIωLAEWA26J がペンシルパニヤシオ

ジ、で、報告した事実とまったくちがっているついずれにしても，果皮による発芽阻害の程度はいろいろな因

100 

50 

ぷ
IC' , 

I 
'00 

, , 
e , 
x , 

1: 

d 
' f 

-
-

80 

C 
。

5 10 15 

Fig. 3 トネリコのタネのペトり{皿による発亦試!]!í):
Germination r巴sults of F. ja戸onica seeds in petri dishes. 

JT 

1 : 1953 crop, II: 1954 crop. Ordinates: germination percent, Abscissae: time in days. 
1: seeds without pericarps (25 'C) , 2: do (25ーゲC， every other day) , 3: do (25QC-8 hrs., 
8'Cー16 hrs.) , A: seeds with pericarps (250C-3 hrs. , 80C-16 hrsふ C: do (25 0 C) , A & C 
were transferred to 250C after the excision from pericarps on 30th day. A' & C': showing 
the parts from the 31st day of the curves A & C as perc巴口t to remainiロg s巴巴ヨs whe口
excised. 

*'一部分は，日林誌 366， p. 153~159 ， 1954; 37 1, p. 1~5 ， 1955 に発炎した。
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子一ーたとえば，その年の気象条件，産地のチガイ，母樹のチガイ，保存の条件や期日Hなど←ー;ニよって

影響をうけるものとかんがえられる

アラゲアオダモ: ートネリコのタネとおなじように， 1953 年の秋にとってあくる年の 6 月(2 ) 

まで室内においた材料をもちい，果皮をつけた芦ネと果皮をとりのぞいたタネの発芽結果を Fig. 4 iこし

めすυ このタネでは果皮をつけたままでもたし、して発芽がおくれなかったけれども，トネリコとおなじよ

うにL 、ろいろな因子によって果皮の影響がかわるカ、もしれない J

Table 3 , 4 シオジ: ーシオジのタネについてい刷、ろな条件で実験をこころみた結果を(3) 

および Fig. 5 にしめす J これらからわかるように，ヤチダモのヌネのかわった発芽のシカタとはあきら

かにちがい，トネリコの究ネととてもよくにている 果皮による発芽阻害は 1 日おきの災温条件や，光処沌

や， í氏混処理などではかえることができなかったJ この発tf:j匡~のーーつの原因は果皮の機械的な抵抗だと

/〆r・

7 

おもわれ，このことは Fig.5 の k (Table 3) によってしめされ

100 る、また，なかなか発芽しないきの果皮をむいてみると，すでに幼

狼があらわれてはっきり居地性をしめしているものがあったことか

しかしこれだけでは， Fig. 5 の c と k のチガイがらもわかる。

50 説明できないので，果度に発w阻害物質があるかもしれないとかん

がえた。この仮説についてのいろいろな実験は第 3 報にのべるが，

このほかにも一つの原因があるようにおもわれた J すなわち，ベト

リー皿におかれた発牙しないさの果皮をわると，果皮とタネのあい
25 '10 15 10 

なかなか発芽しないタネは，だに水の層ができていることである
Fig.4 アラゲアォ〆モのヌネの

ペトリー阻による発芽試験
Germination results of F. 

Sieboldiana var. ρIIbescens seｭ

eds in petri dishes. Signs are 

common to those in Fig. 3. 

この状態にながくさらされるとまもなくくさるものとおもわれる“

Fig.7 にしめすような発芽床そこで果皮をとりのぞいたタネを，

をつかつて発芽させてみた。

シオジのタネが7.1\ 1ことて

Table 3. ペトリー 1m;こよるシオジの芦ネの発w試験

Germination results 円f F_ 5ρaethiana seeds in petri dish. 

D & E were held in 5QC refrigerator for 1 wee:t aft巴r beddi口g. D was 

illuminated by 3000 lux 1ight for 30 minutes immediately after bedding. 

発芳三率
Germination percent 

| タネの状態 温度 afte了
Seed Incubating te即位ature

2 週間後 l カ月後
2 weeks 1 month 

cl 果皮をとったタネ
Without pericarp 

DI グ

95 28 ご C

Fig.6 にしめずこの実験の結果から，
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T旦ble 4. 官ïWIにまきつけたシオジのタネの発芽結果:

Germination results of F. S�aethiana seeds on nursery. 

A & J were immersed in water at room temperature for 2 days. B & H were held in 

50C refrigerator for 1 week under moist condition before sowing. B was illuminated 

by 3000 lux light for 3o minutes under moist condition. 

まきつけてから l 

Period after sowing for 
|発芽率

!はじめて発芽するまでりi でそろうまでのjtJl nn I Germination percent 
!cltJl. '.' , /1fT ~~.~~-' r:e;mi~~出J1|initial germinatiOl1 ......".......... 5......L............lJ.U¥..J.Vl.L 

A 果皮をつけた写まのタネ i diF | d::5 1 

With pericarp 

タ

J 

89 

92 

90 

93 

60 

60 

30 

林業試験場研究報令
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シオジのタネのペトリー皿による

発芽試験
Germination r邑sults of F. S�aethiana 

seeds in petri dishes. Signs are shown 

in Table 3. 

Fig.5 

タネを氷につけることによる筈もよわいことがわかる J

についてはすでに BAH.'rOX引が報告しているが，このな

かでかの女は“たやすく活動をはじめることができるタ

ネは，水につけたとき害をうけやすいようである"との

べている。ここでもよい条件をあたえるとすぐ活動をは

じめるシオジのタネは，つよく休眠しているヤチ〆モの

タネ このよZ ネはシメリケにとてもつよく，ながし、期

llb塵~1 4 1bJ空空LJI
与ぜ〉p〈ゑ舟

2. 1レムω以ISlb磨璽弘Jf
Fig. 7 Fig. 6 の実験につかった発芽床

Seed beds for the exp邑riment

shown in Fig. 6. 

p: petri dish, g: gauze, s: seed , 
sg: slide-glass, w: water. 

間の前処理にたえるものである にくらべて，きわめ

て水によわいことがあきらかになった。シオジとヤチダモの天然に生育する立地は力、なりはっきりちがう

タネの水にたし、する Y ヨサのチガイがこの現象の一つの，しかも一一発芽が植物成長といわれているが，
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の第一歩であるとし、う意味で一一第 1番目の原因であるかもしれないL

(4) ヤチダモ: ーこのタネの発芽については， 2 章にのベたようにこれまでにもかなりの報告が

みられ，いろいろな事実があきらかにされてきた3 しかし，あたらしい研究方訟のイトグチをつかむため

には，もう一理くわしく観察しなければならないとかんがえたコこういう観察をするのには，てちかで空

ネがとれることがのぞましカ aったが，筆者はそのような使にめぐまれなかった叶したがって，タネをあつ

めるにあたって国有体の現場の方々の一方ならぬお力ぞえがあったにもかかわらず，かならずしも十分な

観察をすることができなかったつまた， 主ネがすくなかったために，実験に卜分な粒数をつ力、うことがで

きなかったが，これまでに叛告されていなし火、くつかの事実について，およその傾向をしめすことばでき

るとかんがえる)

( i ) 土中埋蔵はどういう効果があるか:一一一1953 年 9 月 10 日水上営林署部内の 3 本の母樹からと

ったヤチダ、モのタネを，ほ!封別に防7ktiçでつくった袋にし、れてもちかえり， 12 日試験場構内の地表からお

よそ 50cm のところに，スヤキの鉢に砂とまぜていれてうずめ，そのうえにおよそ 70cm ぐらいに土を

もったいうずめるにあたってとくに消毒はしなかったっ 1954 年 4 月四日首脳にまきつけるためにほりだ

したときには，時間がおくれたためにすでにいくら力、発芽していたコこのときの母樹別のタネの発穿およ

びナカきの:民態は Table 5 のようであった2 これらのタネのうちの~在芽していないものを，その日に首

畑にまきつけた。これらのタネは 5 月 15 日ごろこの春の発芽をおえたが，そのときの発芽;tfを Table 6 

にしめす 1

Table 5. 土中埋蔵したタネのほりだしたときのナカさの状況

Seed quality of F. mandshzげica var. jaρonica at the end of burying, 
showing the average value about 200 seeds. 

-.... よし、タネオヤ τr

Moth~i~ (発芽していたタめ
Sound seed 

くさった戸事
Decayed seed 

l タネがはいって
虫がはいってγたタÌ'， いない き

tree No. 
(Germinating seed) 

Seed with insect 
Empty fruit 

o合 9~ 9合 ?-b ?'ﾓ 
(1) 28 (5) 8 16 48 

(2) 63 (3) 17 5 I 1 ち
(3) 49 (5) 13 14 

Table 6. 土中埋蔵したタネの発芽結果

Behavior of buried seeds after sowing , showing the averag汚 value

about 100 seeds, sampled from the sound seeds in Table 5. 

1 まきつけた春の 1 まきつけた春の まきつけた春の 2 度目の春の

24 

オヤ木 発 芽 率*，真疋発芽率ホ総真疋発芽率** 発芽率 2年間の総発~率*
Mother Germination % , Real germ. % Total real germ. Germ. % i Total g巴rm. % 
tree No. in the first in the first % in the first in the second in two years 

spnロg spnng spnng spnロg

(1) 

(2) 

(3) 

78 

42 

51 

80 84 

59 64 

ネこれらにはほりだしたとき発芽していたものはくわえてない。

Percent to the non.g巴rminating seeds when digged out. 

*キ iまりだしたとき発芽していたものそくわえた値c
Percent to the buried seeds. 

26 68 
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tZ畑にまきつけたとおなじ日に，おなじ土中埋蔵されたタネを 100 コとり，半分は果皮をつけたまま，

のこりは果皮をとってペトリー皿におき 250C の定温応にL 、れたυ ところがこれらのタネは，母樹 (2) 号

で例外的に 1 つ発5Fしただけであったo 6 カ月たってから母樹 (31 号の果皮をつけたタネを室温 (15~

7 C C) においたところ， 4 週間に 23 コ，すなわちおよそ半分のタネが発芽した。のこりの )t ネのなかで

も医は医乳のなかに一杯にのびており，とりだした旺をベトリー皿のなかにしいた，しめらした漉紙のう

えにおいて 250 C におくと， 5 日~Ilにみな幼根が居地行i:をしめした。

これらの事実は， 9 月はじめにまだみのりきっていないさを土中埋蔵すると，母樹によってチガイはあ

るが，あくる年の春までにおよそ 1/2~3/4 のタネの休眠がやぶれること，こうして休眠がやぶれたタネ

も定温条件ーータネをほりだしたころの埋蔵されていたフカサの温度はおよそ 150 C で，日愛イヒはほとん

どみとめられなかったのに，この条件で発芽がはじまっていたから，とくに 25'C のようなた力、い温度に

おける定温条件←ーでは発芽できないこと，首畑や愛温条件でもなお発1;]，できないタネについても，匪の

休眠期はすでにおわっているらしく，Jlli乳からとりだしたJlliはほとんと寺がたやすく屈地性をしめす能力が

あることなどをあきらかにした。

(ii) 発芽促進方法のテガカリ: ータネの休眠をやぷる方法としてもっともひろくつかわれてきた

のは，シメリケをあたえながら低温にさらす方法である。この方海がし、ろいろなタネの発芽促進にし、ちじ

るしい効果があることは，これまでの数おおくの報竹であきらかにされている 4山。筆者は，このような方

法をもとにしたいくつかの処理方法制をヤチダモのタネにもつかってみたが，まったく効果がみとめられ

なかった。

Table 7. 屈積されたタネの発芽結来

Germination behavior of stratified seeds, showing the average 

種
Species 

ヤチ 51 モ
F. 官1αηdshu:γica
valτ ja，争0抗ica

オウシウヤチ〆モ
F. excelsioγ 

value about 50 seeds. 

i 発~:: ~ 
タネの状態

Seed 
Germination percent in 

5days 9days: 14days !18days 23days 

l呆皮をーのタネ(74With pericarp 
1 果皮をとったF ネ山 96 

Without pericarp 

l果皮をーまのタネ
With pericarp 

l 賊をとったタネ;3)
Without pericarp 

。

100 

100 

。 。 12 30 

。 2 18 34 

1)ヤチダモが発芽させられた 11 月初旬の室温はおよそ 6~190C であったc

36 

42 

Room temp巴rature at the beginning of November in 1954 was about 6 to 19つC， under 

which F. mandshurica var. japonica seeds were germinated. 

2) ォウシウヤチグモのタネは 25~80C のきE温条件と ， 25'C とで発芽させたが，後者ではまったく

発芽しなかった。したがって，この表の値は前者でえられたものである r
Though F. excelsior seeds were kept under alternating tempεrature (25-80C) and under 

250C, they did ロot germinate under the latter coロdition at all. This table shows the 

result obtained under the former. 

3) 果皮は層積をおわってペトリ{皿におくときにとりのぞいたc

Pericarps were removed before bedding in petri dish. 

引これについは，チョウセンマツを材料にした実験を報告した日林誌 37 ， 4 , p. 127~132 ， 1955 を

みていただきたい。
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ニのころ，アメリカヤチダモのタネを材糾につかった STET);BAl:ER'" の報告をよみ，この種があとで

のべるようにヤチダモとおなじ孤立目 (BztJ1zelioides) にぞくすることから， ヤチダそのタネにもおなじよ

うな方法が効果があるだろうとカ aんがえ，予備的な実験をこころみた。

1953 年 10 月に北海道和[1楽営林署部内でとられ，われわれの研究室におくられてきたみのったヤチダ‘モ

のタネを，しめらした水コぜろにはさんで 1954 年 3 月 4 日から 25'C にたもち， 6 月 24 日に 20 C にう

つした。 11 月 6 H にとりだしたタネをペトリ{皿にならベ，室温 (19~6:C) で発芽させたニ この結果

と，おなじように処理したヂンマーク産の 1953 年のみのったオウシウヤチダモのタネについての結果と

を， Table 7 にあわせしめす}

二の表にしめしたような結果によって，こうしづ処理方法がどちらの種のタネの発芽をも促進する効果

があることがあきらかなった しかし， 2 つの種のタネの休阪の程度にはーーすくなくとも，ここでつか

った材料ではーーーかなりチガイがあることがわかる(これまで，みのったヤチダ、モのタネは 1 年間休眠し

ているとかんがえられていたが，この実験て、つかったような方法によって，休日民の期間をかなりみじかく

することができたーまた， (i) であきらかにされた，休ãll':がやぶれたタネも 25 C のようなたカ白い温度

におくと発芽できないとしづ事実は，このような処理方法で休眠をやぶられたタネについてもみられるこ

とがわかった

6. タネの形態からみたトネリコ属植物の分類学的区ワケ

トネリコ属植物jのミとタネは， さカケとナカさの構造から 3 意にのべたようなチガイがあることがわ泊、

った合そこでこう L 、う性質がこの属の分類学的なクミタチとどんな関係があるかをしらベた 大井町はこ

の属のわがくにの植物jをつぎのような 2 つの釘iにわけている占

]頁 Ljさ花序賀lï (Ornus) トネリコ

ヤマトアォ〆モ

アオ;['モ

コバシジノキ

側生花序節 (Fraxinaster) シオジ

ヤチダ、モ

三のようにシオジはヤチダ、モとおなじ側生花序節にいれられているが， 4 主主であきらかにしたように 2

つの種のタネの発芽のシカタはまった〈ちがい，タネのナカさの構造をもあわせてタネの性質があきらか

にちがうことがわかった、しかし，わがくにには側生花序筒jの種がわず力 ωに 2 つしかないので，おなじ節

にぞくするペンシルバニヤシオジ，アメリカシオジ，オウシウヤチダそのタネについて，このJ点、をしらべ

たの その結果，形態についてはまえの 2 つは I型 (a) を，後者はE型をしめし， アメリカヤチ〆モも

S'J'ETNR\UER33l の報告によればあきらかにE型であるから， わがくにの 2 つの種をふくめて側生花序瓜j

は 2 つの型一一工と II-ーにわけることができそうにかんがえたニしかし， 3<ネの生涯学的な性質 発

芽のシカタ←ーはなかなかこみいっていて， II型のタネはおなじ性質をもっているらしいが， 1型のタネ

はいずれもちがう性質をしめした制= そこで倶Ij生花序節のなかのこの 2 つの型が， 分類学上のこまかい

持1 日 1木言吉、 37， L p. 1~5 ， 1955 に一つのデータを報告したが，この実験につかったタネはあまりよく

なかった乙したがって，このことについては文献 13) ， 14) , 26) , 33) によっている c
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区ワケと関係があるかどうカミをしらべようとかんがえたが， わがくにの分独学書にはこの節合こまかく

くわItしているものがみあたらなかった。 この節は REHDEg3ú) と SCIIKETDEI，:J I) によって 3 つの，

LeWEL日HEür201 によって 5 つの花節にわけられている〉すなわち，

I DiPetalae lffi�'ir� 

fcfd山服飾

Melioides 市部

iP叫lorae 斑節

lB仰elioides H互節
または I Sciadanthlfs 函節

: lvIelioides ï閥j

I Bumelioides jffi節

であり，いずれの場合にもヤチダモは Bumelioides mnJiにしるされているが， どの花節にもシオジ、が4

あたらなくて ， F. Sρaethia仰とし、う学名は1支生花序û1ïにおかれているつこれについて原引は，標本が不

完全なためにまちがったものであり，あきらかにわがくにのシオジと一致するとのべている。一方わがく

にでは白沢3~)と原1引が F. S戸a~thiana をシすジの学名にもちいている制が， まえにのべたようにかれ

らは側主花序jJrïをこまかくわけていないので，結局シオジがどの i!E:1ií'jにぞくするのかについての知見は報

告されていないことになる。もっとも，シオジの学名のシノニムとして F. mandshurica var. Shioji 1叶れ

があるから，これはシオジがヤチダモに近縁なものであることを，したがって，シオジがヤチ〆モとおな

じ Bumelioides iffiillîにぞくすることをfiì'S-示する一つの知見であるとカ Iんがえることができるかもしれな

い。しかし，シオジとヤチダモのタネの性質のチガイはきわめて特徴的て、あり. Tl 型のタネのしめす住質

は Bmnelioides jffi jJ(iの特性であるとかんがえてもよさそうである Woody Plant Seed Manual'川の

“ Bumelioides ïm節の種のタネは，おそらく 2 度目の春まで先芳しないだろう"としヴ記載は，筆者のカ

Table 8. わがくにのトネリコ腐の種の分類学的クモタチとタネの性質の関係、

Relationship between taxonomical construction and properti巴S of se巴ds of 

]apanese species in Fraxinus. 

館í 照節| 種
Sec出口 i Subsection i Species 

頂生花序û1i I トネリコ ïmtm: トネリコcirntﾌs Euornus F. j仰ica

ヤマトアオグモ

11F  lo噌ic吋s ! 

|アオダモ H削 アオダモ
Ornaster ! F. Sieboldiana 

コりノキ i
! F. sambucina 

側生花序節|シオジ彊節| シオジ
Fraxinaster I Melioides F. SfJaethiana 

| 、 ベ ャ‘チ夕、、モ ! 
|政局ZiHlF. 仰。ωuriω

; var. Japon兤a 

タ乍の形態
Seed view 

1 a 

J a 

r a 

T a 

1 b 

発-wのシカタ
Germin:ttion manner 

|果皮をのぞけばよく発芽する
Tnhibited by pericarp 

グネ

do 

:果皮があると発庄がすこしおくれる火
'D己layed by pericarp 

果皮をのぞけばよく発芽する*
Inhibited by pe!'ﾏcarp 

do 
[果皮をのぞいてもタネ自身の休扱によって

n '!発芽がL 、ちじるしくおくれる
1 Delayed by the dormancy of seed coat 
land embrvo 

得実験結4果はないが，おそらくここにしめしたような性質をしめすだろうョ
Supposed; no experimental data. 

ネ1 中弁。小泉22) もシノニムとしてあげている。

判原典は (18)
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ンガエカダ(こうすtしており，またちかごろ，シオジが Melioides 前回]の F. platyρoda にきわめてよく

にていることがあきらかにされたわc これらの知見をもとにすれば，シオジは Melioides iffi f[fiにぞくする

種であるとかんがえることができる。したがって， トネリコ民のわがく ì:- の種を Table 8 のよ「に配列

することができるつ

この併突のあいだみちびいてくださった研究室長抑沢~哲雄按宮，分類についていろいろおしえていただ

いた東京大学猪熊泰三教授，材料のおおくを同定していただいた林弥栄按宵，実主主の一;司1〉をてつだってい

ただいた沢崎H!:太郎技官にあっくお礼をもうしのべるC

7. あらまし

ヤチ〆モの発芳三については，これまでに数おおくの研究がされてきた)ここには，ヤチグモのぞくして

いるトネリつ属のほカ=の種のタネについての研究をもふくめて， これまでの研究のあらましを似合沙録

し，これまでにえられた知見をとりまとめた

ついで，ヤチダモのカ、わった発芽のシカタを研究していくテガカリをえるために，おもにわがくにのト

ネリコ属1漬物の芦ネについて，いくつかの観察と実験をおこなった

( 1 ) わがくにのトネリコ原1荷物は，芦ネの形態 -JIEが十分に成長しているかし、なし、か ーによって

2 つの型 (1 ， H) にわけることができる。すなわち，ヤチダモはlIffliにぞくし，ほかの種tJ すべて I 型

Iこは九、る。

(2) 発穿のシカタについても，これらの 2 つの理のあいだにはっきりしたチガイがあることがわかっ

fニC

(3) ]却のtfl[物のタネは，その程度にチガイはあるが，いずれも果皮のままだと発芽がおくれ，果皮

をとりのぞけばたやすく発~:する。この現象はトネリコとシオジのタネでいちじるしかったc

(4) M型の種すなわちヤチダ‘モのタネについては，発芽のシカタと土中埋蔵による発芽促進方法がす

でにあきらかにされているが，この実験で一つのあたらしい事実がみいだされたc それは土中坦蔵によっ

て休眠がやぶれたタネは ， 25~80C のZE温条件では発芽するが ， 25'C の定温条件では発芽することがで

きないことであるへ

(5) みのったヤチダモのタ判土， シメリケをあたえながら 25'C に 4 カ月， 20C に 4 カ月おくと，

ほとんど完全に休眠がやぶれる戸しかしこの場合にも，発芽するために (4) にのべたとおなじような特

別な温度要求がみとめられた。

(6 ) タネの形態と発芳fのシカタのチガイに注目して， トネリコ属1i直物の分類のシカタとの決速をしら

べfこ。その結果，シオジとヤチダ‘モはおなじ 111il生花序節にぞくしてはいるが，前者は Jl;[elioides 亜節に，

後者は Buvnelioides 商1mにぞくしているとおもわれることをのべたご

l 東京大学長学fi\í猪熊泰三教授は. 1953 年から 1954年にかけてアメリカを視察されたとき，ニュー

ヨーク植物園，アーノル r樹木園，スミソシ研究所の各陪奨庫の標本をしらべて，この事実をあきら
かにされた。
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Studies on the Delayed Germination of Fraxinus mandshurica var. japonica Seeds. (1) 

Historical and preliminary observations. 

Sumihiko AS.¥KAWA 

R駸um� 

The delayed germination of Fraxinus mandshurica var. ja戸onica seeds a司王 its causes 

have been studied by a number of researchers. Here are reviewed most of their reporb and 

those on seeds of other Fraxinus species. It has been prov巴d that F. mandshurica var. 

japonica seeds show a g巴rmination percentag巴 of about fifty in the first spring if they be 

sowed at about the beginning of September just aft邑r harvesting, but they do not germinate 

till the second spring after ripening. The cause~ of this delayed germinatio口 have been 

thought to be due to the drying up after harvesting, falling down of catalase activity, embryo 

dormancy, hard water absorption , mechanical resistance of enveloping tissues , mainly peri 

carps and seed coats, and so on. 

The writer's first attempt was made on comparing the morphological views of seeds and 

their germination characteristics among F1'axinus species. The outline of observations and 

experiments is as follows. 

1. Materials 

Seeds of th巴 following species were used for this study. 

F. jaρonica: in the campus of our station, M巴guro ， Tokyo, Japan. 

F. longicusρis: in Takata National Forest , Niigata, Japan. 

F. sambucina: in Utunomiya Nat. For. , Totigi , Japan 

F. Sieboldiana var.ρubescens: in the Tokyo Univ. For., Titibu, Saitama, Japan. 

F. Spaethiana: in the Tokyo Univ. For., Titibu , Saitama, Japan; & in Takas旦ki Nat. 

For. , Gunma, Japan. 

F. mandshurica var. japonica: in Minak呂mi Nat. For., Gunma , Japan. in Kagura Nat. 

For., Hokkaido, Japan. 

F. excelsior: in London , England; in Zealand, Denmark; & in Gothenburg, Sweden. 

F. americana and F. pennsylvanica: in Ontario, Canada. 
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2. The view of fruits and seeds in Fraxinus species 

According to the macroscopic internal structure of secds, the ]apanese species in Frax!nus 
are divided into two grcups , 1 and 11 (Fig. 1 and 2). F. mandshurica var. ja戸onica belongs 

to group 11 , a口d all other species to group 1. On the foreign species, F. americana and 

F. 戸ennsylvanica belong to 1 , and F. excelsior to H. 

3. The g-ermination manner of se白ls in Fraxinus 

On the germination manner or characteristics, a distinct difference was found between 

thes号 two groups. 

F. j，叩onica se酎Is: Their germination in a petri dish was inhibited by the presence 

of pericarps (Fig. 3). Constant temperature (250C.) provides a better condition for the 

germination of seeds without pericarps than an alternating temper旦ture (25-8"Cふ The

inhibition by pericarp seems to be affected by some factors.... period or conditions of 

preservation, mother tree, provenance, climatic conditions, etc. 

F. Siεbaldianαvar. pubescens seeds: Their germination was little affected by pericarps 

(Fig. 4). But it is probable that the property of pericarp is variable in this case, to口.

F. Sp日etlâana se白Is: Their germination was inhibited by the presence of pericarps 

(Fig. 5). So詁 attempts w巴r巴 made to clarify the causes of this inhibition. In consequence, 
three causes were supposed, namely, the m巴chanical resistance of pericarp,the presence of 

inhibitoぉ in pericarp , and the in.iury by the water layer formed on the surfac巴 of seed coat 

(Fig. 6). 

F. mandshuricαvar. japonica seeds: Their germination behavior and the method of 

obtaining seedlings in the first spring by the "buried storage" have been alr巴ady clarified 

as mentioned in the historical. The present experiments , however, have offered some 

additional information. S巴eds released from dormancy by the "buried stor暗号" do not 

germinate in an incubator at 25 c C. , but germinate under daily alternating temperatures 

(25' C-8 hr8. , 8"C-16 hrs.). 

4. PreIiminary experime!lt on hastening-the g-ermination 

Rip巴ned seeds of F. mandshurica ¥'ar. ja�onica are perfectly released from dormancy by 

means of keeping them for 4 months at 250C. followed by 4 months at 20C. F. cxcelsior 

seeds 蚌e only partially released by the same method. It is also the cas巴 with seeds released 

thus that such a specific temperature condition as mentioned in 3 is desirable for 

germination (Table 7). 

5. The taxo!1omica� construction of Genus Fraxinus 

From the observation results , literature, and other information , the subdivision of Genus 

Fraxinus is discussed. In co口sequeロce ， it seems that F. Spaethiana as Siozi does not belong 

tυSubsect. B抑制elioides ， but belongs to Subsect. Melioides (Table 8). 
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